
Ｐ５コーナーＰ５コーナー
（株）Ｐ５では、経営計画策定、保険・不動

産等の資産運用、相続対策業務、パソコ

ンの購入及び指導、貴社のホームページ

の作成・ドメインの取得、計算書類の公告

のお手伝いをしております。

贈与税の申告状況から見えてくるもの

国税庁から今年5月に令和7年分の贈

与税の申告状況が公表されました。下

表は、暦年課税と相続時精算課税に分

けて、申告人員と申告納税額の推移を

まとめたものです。

今年の数字を見ると、暦年課税の申

告人員は約39万人、相続時精算課税は

約8万人で、いずれも前年と比べて僅か

に下がっています。一方で、申告納税

額は暦年課税が約4,200億円、相続時精

算課税が約820億円と、どちらも大きく

増加しました。

特に目を引くのは、相続時精算課税

の申告人員が令和6年に急増し、令和7

年も依然として高い水準(7.7万人)を維

申告人員
（万人)

申告納税額
(億円）

申告人員
（万人)

申告納税額
(億円）

令和1年 44.6 2,173 4.2 327
令和2年 44.6 2,177 3.9 595
令和3年 48.8 2,840 4.4 487
令和4年 45.4 2,693 4.3 507
令和5年 46.1 2,985 4.9 563
令和6年 39.7 3,274 7.8 661
令和7年 39.1 4,215 7.7 823

相続時精算課税暦年課税

持している点です。このように増加し

た背景には、令和6年からの制度改正

（年110万円の基礎控除創設・措置法

70の3の2）が大きく影響していると考

えられます。令和7年は申告人員が微減

したにもかかわらず納税額が増加して

いるのも大きな特徴です。

なお、改正により年間110万円の基礎

控除範囲内であれば贈与税の申告が不

要となったため、実際に相続時精算課

税を利用して贈与を行った人数や総額

は、この申告数値以上に増加している

と推測されます。

贈与全体を見ても、実際に多額の財

産移転を行ったケースは依然として少

なくないことが窺えます。生前贈与は、

相続対策だけでなく、子や孫への資産

移転を計画的に進める有効な方法です。

ただし、制度改正も続いていますので、

贈与を行う前に一度確認しておくこと

をお勧めします。

事務所の夏期休暇は、令和8年8月13日

(木)～8月16日(日)です。ご迷惑をおか

けしますが、宜しくお願いします。

編集後記 梅雨が開けて夏本番。今年の夏（7〜9月）の気温は昨年に続き

全国的に平年より高くなる見込みだそうです。この高温・多湿は身体に応え

ます。皆様も身体に気をつけて夏休みをお過ごしください。
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令和8年8月１日
必要経費だ！間違いない！

2026年7月28日午後4時半頃、熊本県

熊本地方を震源とするマグニチュード

7.1（最大震度7）の地震（令和8年熊本

地震・第１報）が発生しました。

被災地では建物の倒壊や道路の損壊

に加え、水道・ガス・電気などのライ

フラインにも大きな被害が生じ、多く

の方が避難生活を余儀なくされていま

す。7月中旬に梅雨明けした地域だけに、

厳しい暑さの中で冷房や水も十分に使

えない生活が続いていると報じられて

います。世界各国のニュースでもその

様子が伝えられており、被災された皆

様に心よりお見舞い申し上げます。

近年は地震だけでなく、世界各地で

豪雨や洪水、山火事、干ばつなどの自

然災害が相次いでいます。また、日本

でも毎年のように記録的な猛暑が話題

となり、今年も各地で35℃を超える猛

暑日が続き、中には40℃に迫る気温を

観測した地点もありました。熱中症へ

の警戒が日常の話題となるなど、私た

ちを取り巻く気象環境は以前とは大き

く変わってきたように感じます。

関東甲信地方は6月7日頃に梅雨入り

し、7月20日頃に梅雨明けしました。梅

雨の期間は43日間で、ほぼ平年並みで

した。東京の梅雨期間の降水量も

約300㎜と例年並みでしたが、一方で箱

根では600㎜を超える雨が降るなど、同

じ地域でも雨の降り方には大きな違い

が見られました。

蒸し暑い梅雨の時期は早く終わって

ほしいと思っていましたが、連日の厳

しい暑さを経験すると、「梅雨の頃の

方がまだ過ごしやすかった」と感じる

方も多いのではないでしょうか。

自然災害や異常気象は、もはや特別

な出来事ではなく、私たちの日常に隣

り合わせの存在となっています。

現時点(8/1)で梅雨明け前の北陸等の

梅雨の期間は、7月末までの暫定値です。

HPリンク⇒

pdfで作成していま

す。下線部分は元資料

にリンクしています。

地方
梅雨入り
（速報値）

梅雨明け
（速報値）

梅雨の期間
（日数）

沖縄 5月4日頃 6月29日頃 56日間
奄美 5月3日頃 7月1日頃 59日間

九州南部 6月1日頃 7月13日頃 42日間
九州北部 6月4日頃 7月8日頃 34日間
四国 6月2日頃 7月12日頃 40日間
中国 6月4日頃 7月8日頃 34日間
近畿 6月4日頃 7月8日頃 34日間
東海 6月7日頃 7月20日頃 43日間

関東甲信 6月7日頃 7月20日頃 43日間
北陸 6月20日頃 （未定） 41日間

東北南部 6月20日頃 （未定） 41日間
東北北部 6月21日頃 （未定） 40日間

https://www.nta.go.jp/information/release/pdf/0026005-037.pdf
https://warp.ndl.go.jp/web/20230901113021/http://www.mof.go.jp/tax_policy/publication/brochure/zeisei23/index.html
https://warp.ndl.go.jp/web/20230902042257/https://www.mof.go.jp/about_mof/bills/211diet/st050203s_10.pdf
https://us02web.zoom.us/j/4705371185?pwd=MUhnc0F5SktlYmhjd0VRdXZIVnFBZz09#success
https://weathernews.jp/news/202606/230111/
https://www.jma.go.jp/jma/press/2607/28a/202607281730.html
https://www.jma.go.jp/jma/press/2607/28a/202607281730.html
https://www.bbc.com/news/videos/cvg7v55gxnqo
https://china.usembassy-china.org.cn/weather-alert-heavy-rains-and-flooding-in-northeast-china-july-13-14/
https://science.nasa.gov/earth/earth-observatory/destructive-fires-char-western-europe/
https://www.gov.uk/government/publications/dry-weather-and-drought-in-england-2026-summary-reports/dry-weather-and-drought-in-england-24-to-30-july-2026
https://www.wbgt.env.go.jp/alert.php
https://www.wbgt.env.go.jp/alert.php
https://www.data.jma.go.jp/cpd/baiu/sokuhou_baiu.html
https://www.shonantax.jp/p5/p5news.html


2026年8月の税務・総務予定

（税務）

＊個人住民税２期分の納付

原則として8月末

横浜市 藤沢市…8月31日(月)

＊個人事業税１期分の納付

通常月末

＊個人消費税の中間申告・納付

（中間申告が年１回必要な前年の確

定消費税額が、48万円を超え400万

円以下の方） 8月31日(月)まで

振替納税 ・・ ９月29日(火)

（総務他）

＊夏期休暇の実施

COVID-19・Influenza関連のデータは
ホームページ(HP)に掲載しております。

「これは必要経費になるの？」
個人事業をされている方から、よく

受ける質問があります。「これは必要

経費になりますか？」と。税法の中で

も、昔から答えが難しいテーマの一つ

です。

例えば飲食店では、真夏の厨房はま

さに灼熱地獄です。「暑さで着替えが

何枚も必要になるので、下着まで必要

経費ではないでしょうか」という話に

なることがあります。

また接客業では、「お客様との会話

のために年に一度海外旅行へ行った」

「旅行先の話題がお客様とのコミュニ

ケーションに役立つ」ということもあ

るでしょう。

さらに、仕事へ行くために子どもを

ベビーシッターへ預けた場合はどうで

しょうか。この支出がなければ仕事そ

のものができなかった、と考えること

もできます。

どれも一理あります。しかし、どこ

まで認められるかとなると簡単ではあ

りません。

このような問題について、アメリカ

の税法学者ハルペリン（Halperin）
は、次のような考え方を示しています。

それが「なかりせば」という考え方で

す。英語では But for ～ と表現され、

「仕事上の理由がなかったならば、そ

の支出はしただろうか」という視点で

考える方法です。

例えば、仕事のためだけに購入した

工具や機械であれば、仕事がなければ

買うことはありませんから、必要経費

と考えやすくなります。

一方で、旅行や衣類、美容、食事な

どは、仕事とは関係なく個人的にも支

出することがあります。そのため、

「仕事にも役立った」というだけで必

要経費と認めることは難しくなります。

もっとも、この「なかりせば」とい

う考え方にも問題があります。

例えば、ベビーシッター代は仕事の

ために必要だったとしても、子どもを

安全に預けられるという個人的な利益

も得ています。また、海外旅行も仕事

に役立つ一方で、自分自身が旅行を楽

しむという側面があります。

つまり、一つの支出の中には「仕事

のため」と「個人的な満足」の両方が

含まれていることが少なくありません。

そして、このような支出を「必要経

費か、そうでないか」の二つに分ける

だけでは十分ではないと指摘していま

す。さらに、本来は個人的な満足に当

たる部分を差し引いて考えるべきでは

ないか、という考え方を提案していま

す。

ここで、もう少し考え方を整理して

みましょう。

ビジネス目的か個人的目的かの相対

的な強さに応じて、納税者の動機を以

下の6つのパターンに分類し、「なかり

せば」基準でどのように区別されるか

を示しています。

① 100％ビジネス目的・・

ビジネス上の理由でのみ支出。

② ビジネス目的といえる・・

ビジネス上の利益だけで支出を十

分正当化できるが、ほんの少しプ

ライベートな楽しみもある。

③ ビジネスと私的目的の双方が

あって初めて支出する・・

ビジネス上の利益だけでも、プラ

イベートな満足だけでも単独では

支出に及ばないが、両方が合わ

さって初めて支出する。

④ どちらか一方だけで十分・・

ビジネス上の利益だけでも支出す

るし、仮にビジネス利益がなく

てもプライベートな楽しみだけで

支出する。

⑤ プライベート満足で十分・・

プライベートな楽しみだけで支出

するが、副次的にビジネス利益も

期待できる。

⑥ 100％プライベート目的・・

プライベートな楽しみのみで支出。

このうち「なかりせば」基準を適用

すると、①、②と③は必要経費として

全額認められることになります。プラ

イベートな理由だけでも支出したであ

ろう④、⑤と⑥の3つは必要経費不可と

して区別されます。全額必要経費の中

で③の「プライベートな満足だけでも

単独では支出に及ばないが、両方が合

わさって初めて支出する。」を全額必

要経費することには、賛否があるかも

知れません。

前記の問題で、厨房で毎日着替えが

必要になる下着代は④か⑤でしょうか。

海外旅行は⑤、場合によっては⑥に近

いと考えられそうです。このほかにも

別の考え方があります。

A 主たる目的テスト・・支出の

「最大の理由」がビジネスにあるか

どうかで区別する。

B ビジネス利益テスト・・ビジ

ネス上の利益が生じている割合に応

じて必要経費を認める。

C 消費欠如テスト・・プライベ

ートな満足が得られていない部分に

ついてのみ必要経費を認める。

これができれば､解決しますが､割合

や満足を得られていない部分など、現

段階では難しいというか不可能な話で

す。ちなみに「主たる目的テスト」と

「なかりせば」基準を比較すると「な

かりせば」の③と④の結論が違ってき

ます。③と④は「主たる目的テスト」

では、ケースバイケースになります。

実際の税務でも、「仕事にも使っ

た」「仕事にも役立った」というだけ

では必要経費になるとは限りません。

その支出の目的や内容、仕事との関係

などを総合的に判断することになりま

すとして、本通信では、このあたりを

結論としておくことにします。

ＳＨＯＮＡＮ ＴＡＸ ＯＦＦＩＣＥ

（https://www.shonantax.jp/）

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/koseki-zei-hoken/zeikin/nouzei-soudan/nouki-calendar/r08noukigen.html
https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/nouzei/kurashi/zekin/nofu/noki-h26.html
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/koho/campaign/r6/Aug/01.htm
https://www.shonantax.jp/p5/covid/COVID-influenza.html
https://repository.law.upenn.edu/Documents/Detail/business-deduction-for-personal-living-expenses-a-uniform-approach-to-an-unsolved-problem/147629
https://www.shonantax.jp/

